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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

　
２ ０ ２ ５ シ ー ズ ン は 選

手

3 1人 体 制 で ス タ ー ト

し 、

1 6人 の 新 加 入 選 手 を

迎 え ま し た 。　
そ ん な 新 チ ー ム の 今 年

最 初 の 公 開 練 習 を 、 山 陽小 野 田 市 の お の サ ン サ ッカ ー パ ー ク で １ 月 ５ 日
（ 日 ）  に 行 い ま し た 。 当 日

は 約 ８ ０ ０ 人 の 方 に お 越し い た だ き 、 練 習 後 に は

サ ポ ー タ ー の 方 々 と 「 ミニ サ ッ カ ー 」 で 交 流 し まし た 。　

今 後 は 、 １ 月

2 4日
　

（ 金 ）  か ら 鹿 児 島 県 で キ ャン プ を 行 い 、 ２ 月

1 5日
　

（ 土 ）  に は ヴ ァ ン フ ォ ー レ甲 府 と の 開 幕 戦 を 迎 え ます 。 皆 様 、 今 シ ー ズ ン も熱 い 後 押 し お 願 い い た しま す ！

山 口 市 消 防 団 ロ ゴ

い （ 先 着 順 ） も 。　
同 団 は 認 知 度 向 上 の た

め 、 昨 年 ９ 月 に 公 募 に よ館 （ 美 祢 市 大 嶺 町 ） で 午前

1 0時 か ら 。 中 嶋 す ゞ 乃

る ロ ゴ を 制 定 し た 。 山 口芸 短 大 ２ 年 の 田 村 砂 羽 さん に よ る 作 品 で 、 書 体 は戦 隊 ヒ ー ロ ー を イ メ ージ 。 団 員 の 姿 を 「 濃 い青 」  （ 普 段 の 姿 ・ 冷 静 な対 応 ） と 「 オ レ ン ジ 」
（ 団 で の 姿 ・ 心 の 熱 さ ）

で 表 し た 。 今 後 は 、 名 刺や 広 報 物 、 衣 服 等 に 使 われ る 。さ ん （ 美 祢 地 域 ）  、 吉 田凜 さ ん （ 美 東 地 域 ）  、 原川 朋 子 さ ん （ 秋 芳 地 域 ）が 「 二 十 歳 の つ ど い 代 表挨 拶 」 を す る 。

合 、 式 典 以 外 は 中 止 。　
屋 外 行 事 は 、 ホ ー ル で

の 式 典 後 の

1 0時 半 か ら 。

勇 壮 な 纏

ま と い

振 り 演 技 、 消 防

団 員 ら 約 ２ ０ ０ 人 と 車 両
1 0台 に よ る 観 閲 行 進 、 小

郡 方 面 隊 に よ る 「 消 防 操法 展 示 訓 練 」 な ど が 実施 。 約 ３ ０ ０ ０ 個 が ま かれ る 「 防 火 も ち ま き 」 で締 め く く ら れ る 。　
さ ら に 、 車 両 展 示 、 は

し ご 車 搭 乗 体 験 （ 整 理 券は ９ 時

2 0分 か ら 配 布 ）  、

啓 発 ブ ー ス な ど の 参 加 型イ ベ ン ト も 多 数 。

1 1時 か

ら は 、 豚 汁 の 無 料 振 る 舞　 「 二 十 歳 の つ ど い 」が 、 山 口 市 と 美 祢 市 で はあ す

1 2日 に 開 か れ る 。 山

口 市 は 約 １ ５ ０ ０ 人 、 美祢 市 は 約 １ ３ ０ 人 の 参 加が 見 込 ま れ て い る 。　
山 口 市 は 、 山 口 市 民 会

館 （ 山 口 市 中 央 ２ ） で 午後 ２ 時 か ら 。 参 加 者 を 代表 し て 大 川 拓 真 さ ん （ 小郡 地 域 ） と 本 廣 虹 歩 さ ん
（ 嘉 川 地 域 ） が 「 二 十 歳

の 誓 い 」 を 宣 言 す る 。　
美 祢 市 は 、 美 祢 市 民 会

　
あ す

1 2

日 午 前 ９時 半 か ら正 午 まで 、 山 口南 総 合 セン タ ー（ 山 口 市名 田 島 ）で 「 山 口市 消 防 出初 式 」 があ る 。 雨天 の 場

山 口 市 消 防 出 初 式
観 閲 行 進 や も ち ま き な ど

あ す

山 口 市  ・  美 祢 市 で 開 催

「 二 十 歳 の 集 い 」あ す
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す し 酢 を 初 め て 使 い び っ く り し ま し た 。 酢 に 色 々 入 れ な く て も 美 味

し く で き 、 今 ま で 苦 労 し て い た の が 嘘 の よ う で し た 。 こ れ な ら お 寿 司が 作 り た く な り ま す 。

�

（ 周 南 市

　
Ｓ ・ Ｉ さ ん ）

　
き ゅ う り 、 は る さ め 、 ハ ム に す し 酢 を ま ぜ る 。 最 後 に 各 自 皿 に 取 り

マ ヨ ネ ー ズ を ま ぜ て 食 べ る の が 好 き で す 。

�

（ 美 祢 市

　
Ａ ・ Ａ さ ん ）

　
我 が 家 は 海 苔 巻 き 、 ち ら し 寿 司 他 、 酢 飯 の 決 め 手 は こ の コ ー プ の す

し 酢 で す 。 甘 っ た ら し く な く 、 酸 っ ぱ く な く 丁 度

!�!　
す ご く 気 に 入 っ

て い ま す 。

�

（ 宇 部 市

　
Ａ ・ Ｙ さ ん ）

 組 合 員 さ ん の 声

ポ イ ン ト ①昔 な が ら の ﹁ 静 置 法 ﹂ で 製 造　
コ ー プ の す し 酢 は 、 昔 な が ら の

「 静 置 法 」 で 造 る 醸 造 酢 に 砂 糖 ・ 果糖 ・ 食 塩 ・ 調 味 料 を 加 え て 作 ら れ ます 。 山 口 県 の 嗜 好 に あ わ せ た 甘 口 タイ プ で ご は ん に よ く な じ み 、 マ イ ルド な 酸 味 に 仕 上 げ て い ま す 。  「 静 置法 」 は 、 液 の 表 面 し か 空 気 に 触 れ ない の で 、 発 酵 桶 の 中 で 液 体 が 自 然 に対 流 を 始 め 、 少 し ず つ お 酢 に な っ てい き ま す 。 ゆ っ く り の ん び り 少 し ずつ 、 時 間 を か け て 酢 に な っ て い く ので 、 独 特 な 風 味 を 持 つ ま ろ や か な 酢が 生 ま れ ま す 。ポ イ ン ト ②す し 酢 の 甘 味 を 出 す た め に　
す し 酢 は 、 醸 造 酢 に 調 味 料 を 加 え

て 味 を 調 節 し た 「 合 わ せ 酢 （ 加 工酢 ）  」 の ひ と つ で す 。 醸 造 酢 は 作 り方 に よ っ て は 数 日 で つ く る こ と も でき ま す が 、 昔 な が ら の 製 法 で は 数 か月 ほ ど か け て 発 酵 さ せ 酢 を つ く り ます 。  「 コ ー プ す し 酢 」 に 使 う 醸 造 酢は 約 ４ か 月 ゆ っ く り 時 間 を か け る 製法 で 作 ら れ て い ま す 。 す し 酢 の 甘 味は 地 域 ご と に 差 が あ り 、 山 口 の も のは 全 国 的 に 見 て 甘 い 方 だ と か 。  コ  ー プ や ま ぐ ち

  す し 酢

  こ だ わ り ポ イ ン ト

コ ー プ の こ だ わ り 商 品甘 口 タ イ プ で 山 口 県 民 の 嗜 好 に あ  っ  た
【 コ ー プ や ま ぐ ち

　
す し 酢 】

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


